
久留米西高等学校　年間授業計画

令和６年度（１学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者： （ ）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力・判断力・表現力】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

定期考査

２
学
期

３
学
期

教科

・マラソン大会での完走と記録を目指し、持久力の向上と、精神面での成長を目指
す。
・グループの班長を中心として、練習計画を立て、実施し、集団としての技術の向
上を目指す。

10

定期考査

定期考査

指導項目・内容

持久走

〇 〇

水泳
バスケットボール
サッカー
格技

〇 〇

〇 〇

定期考査

〇 〇

各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活における健康・安全について理解するとともに，基本的な技能を身に付けるようにする。

生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保
持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かな生
活を営む態度を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】

体育 体育

・体ほぐし運動等を取り入れ、基礎体力の向上を図るとともに、体力テストの目的
および方法を理解させ、自己の最大限の能力発揮をさせる。
・基本技術の習得とルールの理解、ゲームを楽しむレベルを目指す。

・基本技術の習得とルールの理解、ゲームを楽しむレベルを目指す。
・体育祭種目の競技ルールの理解、競技力向上を目指す。

・クロールと平泳ぎの基本技術の習得を目指す。
・短距離でのタイム向上と長距離を泳ぐ体力の向上を目指す。

・基本技術の習得とルールの理解、ゲームを楽しむレベルを目指す。
・体育祭種目の競技ルールの理解、競技力向上を目指す。

14

定期考査

〇 10

持久走
球技選択
　ニュースポーツ
　サッカー
　卓球

〇 15

バスケットボール
サッカー
格技

〇 〇 〇 16

〇 〇 〇

・マラソン大会での完走と記録を目指し、持久力の向上と、精神面での成長を目指
す。

・基本技術の習得とルールの理解、ゲームを楽しむレベルを目指す。

・クロールと平泳ぎの基本技術の習得を目指す。
・短距離でのタイム向上と長距離を泳ぐ体力の向上を目指す。
・基本技術の習得とルールの理解、ゲームを楽しむレベルを目指す。

〇 14

14

配当
時数

１
学
期

オリエンテーション
基礎体力づくりと体力テスト

〇 〇 〇 12

バレーボール
陸上競技
格技
体育祭練習

単元 知 思 主

バレーボール
陸上競技
格技
体育祭練習

〇

水泳

〇 〇 〇

体育 体育 3

【知識・技能】 【思考力・判断力・表現力】

各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活
における健康・安全について理解するととも
に，基本的な技能を身に付けるようにする。

運動や健康についての自他の課題を発見し，合
理的な解決に向けて思考し判断するとともに，
他者に伝える力を養う。

アクティブスポーツ総合版　大修館

体育

運動や健康についての自他の課題を発見し，合理的な解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。

生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かな生活を営む態度を養う。

体育

【 知　識　 ・ 　技　能 】

博田・原田・髙野・西尾。小早瀬・河原畑



久留米西高等学校　年間授業計画

令和６年度（１学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者： （ ）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力・判断力・表現力】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

体育 体育 3

【知識・技能】 【思考力・判断力・表現力】

各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活
における健康・安全について理解するととも
に，基本的な技能を身に付けるようにする。

運動や健康についての自他の課題を発見し，合
理的な解決に向けて思考し判断するとともに，
他者に伝える力を養う。

アクティブスポーツ総合版　大修館

体育

運動や健康についての自他の課題を発見し，合理的な解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。

生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かな生活を営む態度を養う。

体育

【 知　識　 ・ 　技　能 】

博田・原田・髙野・西尾・小早瀬・河原畑

〇 14

14

配当
時数

１
学
期

オリエンテーション
基礎体力づくりと体力テスト

〇 〇 〇 12

バレーボール
陸上競技
卓球
体育祭練習

単元 知 思 主

バレーボール
陸上競技
卓球
体育祭練習

〇

水泳

〇 〇 〇

14

定期考査

〇 10

持久走
球技選択
　ニュースポーツ
　サッカー
　卓球

〇 15

サッカー
バドミントン
バスケットボール

〇 〇 〇 16

〇 〇 〇

・マラソン大会での完走と記録を目指し、持久力の向上と、精神面での成長を目指
す。

・基本技術の習得とルールの理解、ゲームを楽しむレベルを目指す。

・クロールと平泳ぎの基本技術の習得を目指す。
・短距離でのタイム向上と長距離を泳ぐ体力の向上を目指す。
・基本技術の習得とルールの理解、ゲームを楽しむレベルを目指す。

持久走

〇 〇

水泳
サッカー
バドミントン
バスケットボール

〇 〇

〇 〇

定期考査

〇 〇

各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活における健康・安全について理解するとともに，基本的な技能を身に付けるようにする。

生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保
持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かな生
活を営む態度を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】

体育 体育

・体ほぐし運動等を取り入れ、基礎体力の向上を図るとともに、体力テストの目的
および方法を理解させ、自己の最大限の能力発揮をさせる。
・基本技術の習得とルールの理解、ゲームを楽しむレベルを目指す。

・基本技術の習得とルールの理解、ゲームを楽しむレベルを目指す。
・体育祭種目の競技ルールの理解、競技力向上を目指す。

・クロールと平泳ぎの基本技術の習得を目指す。
・短距離でのタイム向上と長距離を泳ぐ体力の向上を目指す。

・基本技術の習得とルールの理解、ゲームを楽しむレベルを目指す。
・体育祭種目の競技ルールの理解、競技力向上を目指す。

定期考査

２
学
期

３
学
期

教科

・マラソン大会での完走と記録を目指し、持久力の向上と、精神面での成長を目指
す。
・グループの班長を中心として、練習計画を立て、実施し、集団としての技術の向
上を目指す。

10

定期考査

定期考査

指導項目・内容



久留米西高等学校　年間授業計画

令和６年度（１学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者： （ ）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力・判断力・表現力】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

体育 保健 1

【知識・技能】 【思考力・判断力・表現力】

各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活に
おける健康・安全について理解するとともに，基
本的な技能を身に付けるようにする。

運動や健康についての自他の課題を発見し，合
理的な解決に向けて思考し判断するとともに，
他者に伝える力を養う。

新高等保健体育　大修館

体育

運動や健康についての自他の課題を発見し，合理的な解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。

生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かな生活を営む態度を養う。

保健

【 知　識　 ・ 　技　能 】

原田、高野、西尾

〇 4

4

配当
時数

１
学
期

オリエンテーション
第１章現代社会と健康
1.日本における健康課題の変遷
2.健康の考え方と成り立ち

〇 〇 〇 4

3.ﾍﾙｽプロモーションと健康に関す
る環境づくり
4.健康に関する意思決定・行動選
択
5.現代における感染症の問題

単元 知 思 主

6.感染症の予防
7.性感染症・エイズとその予防
8.生活習慣病の予防と回復

〇

1

9.身体活動・運動と健康
10.食事と健康
11.休養・睡眠と健康

〇 〇 〇

4

定期考査

〇 4

4.応急手当の意義と救急医療体制
5.心肺蘇生法
6.日常的な応急手当

〇 4

15.薬物乱用と健康
16.精神疾患と特徴
17.精神疾患への対応

〇 〇 〇 4

〇 〇 〇

・様々な場面で起こる事故とその被害の実態について理解する。
・事故の発生には人的要因と環境要因が関連していることを理解する。
・交通事故防止には個人の取り組みと交通環境の整備が必要であることを理解する。
・交通事故には補償など法的責任が生じることを理解する。
・安全な社会をつくるために必要な個人の取り組みを理解する。
・すべての人たちの安全を確保するために必要な環境の整備について理解する。

・薬物乱用による健康および社会への影響について理解する。
・薬物乱用の防止に必要な個人および社会環境への対策について理解する。
・代表的な精神疾患の特徴や症状について理解する。
・精神疾患の発症、回復のポイントを理解する。
・精神疾患の予防や早期発見、治療や支援など適切な対応について理解する。
・心の健康社会の実現を目指した取り組みの重要性について理解する。

・がんには様々な種類があることやがんの発生要因について理解する。
・がんの予防や回復のために必要な個人および社会の取り組みについて理解する。
・喫煙による健康への影響について理解する。
・喫煙による健康被害の防止に必要な個人および社会環境への対策について理解す
る。
・飲酒による健康への影響について理解する。
・飲酒による健康被害の防止に必要な個人および社会環境への対策について理解す
る。

第２章　安全な社会生活
1.事故の現状と発生要因
2.交通事故防止の取り組み
3.安全な社会形成

〇 〇

12.がんの予防と回復
13.喫煙と健康
14.飲酒と健康

〇 〇

〇 〇

定期考査
〇 〇

〇 〇

各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活における健康・安全について理解するとともに，基本的な技能を身に付けるようにする。

生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保
持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かな生
活を営む態度を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】

体育 保健

・健康指標や疾病構造の変化から、日本の健康課題を理解する。
・健康水準や疾病の変化には社会の状況がかかわっていることを理解する。
・健康の考え方がどのように変化してきたのか理解する。
・健康の成立には様々な要因がかかわっていることを理解する。

・ヘルスプロモーションの考え方に基づく環境づくりの重要性を理解する。
・健康保持・増進するための環境について理解する。
・意思決定・行動選択は様々な要因により影響を受けることを理解する。
・感染症の発生や流行には自然や社会の環境が影響することについて理解する。
・新興感染症や再興感染症の発生や流行の現状とその理由について理解する。

・身体活動・運動と健康の関係について理解する。
・身体活動・運動の継続的な実践に必要な個人と社会の取り組みについて理解する。
・食事と健康の関係について理解する。
・健康的な食生活の実践に必要な個人および社会の取り組みについて理解する。
・休養・睡眠と健康の関係について理解する。
・適切な休養・睡眠の確保に必要な個人および社会の取り組みについて理解する。

・感染症予防の三原則について理解する。
・感染症を予防するために必要な社会および個人の取り組みについて理解する。
・性感染症・エイズの現状と今後の課題について理解する。
・性感染症・エイズの予防に必要な個人および社会の取り組みについて理解する。
・生活習慣病のリスクを軽減し予防するために必要な個人の取り組みについて理解す
る。
・生活習慣病の予防や回復のために必要な社会の取り組みについて理解する。

定期考査 〇 〇 1

２
学
期

３
学
期

教科

・応急手当の意義と、その手順や方法を身につける必要性について理解する。
・救急医療体制の仕組みと社会的整備の必要性、適切な利用法について理解する。
・心肺蘇生法の意義や方法、手順について理解する。
・心肺蘇生法ができるようにする。
・日常生活で起こるけがの基本的な応急手当の方法を理解し、できるようにする。
・熱中症の予防および基本的な応急手当の方法を理解し、できるようにする。

4

定期考査

定期考査
〇 〇 1

指導項目・内容
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